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日
本
発
の
国
際
標
準
示
せ

田
◆

関
連
業
界
の
総
力
あ
げ

し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
Ｅ
Ｕ
が
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
く
る
こ
と
を
覚

閣薪箕産

４
、

Ｍ
Ｂ
Ｒ
国
際
標
準
化
作

業
の
意
義
と
そ
の
内
容

Ｅ
Ｕ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

は
、

「膜
処
理
は
最
先
端
の
技

術
で
あ
り
、

し
か
も
世
界
市
場

に
む
け
て
開
発
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
最
高
利
用
技
術
で
あ

る
、

従
っ
て
国
際
標
準
化
は
当

然
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
標
準
化
の
内
容
に
つ
い

て
は
、

仮
発
表
で
あ
る
が
、

ハ

ー
ド
面

（
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
計

基
準
、

取
り
替
え
基
準
、

構
造

基
準
、

受
け
入
れ
基
準
、

都
市

で
の
設
備
モ
デ
ル
、

分
散
型
設

備
モ
デ
ル
）
だ
け
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
面

（ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
考
え
方
、

運
転
方
法
、

フ
ァ

―
リ

ン
グ
の
定
義
と
判
定
方

法
、

リ
ス
ク
分
散
、

膜
処
理
の

普
及
方
法
）
な
ど
多
項
目
に
渡

っ
て
い
る
、

こ
れ
も
世
界
市
場

を
目
指
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
ろ
う
。

５
、

日
本
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か

対
策
を
考
え
る
前
に
、

ま
ず
日

本
は
欧
州
の
戦
略
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、

Ｅ
Ｕ
市
場

２５
カ
国
向
け
に
ま
ず
欧
州
規
格

（Ｃ
Ｅ
Ｎ
■
６
５
）
を
制

定
、

次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
し
て

国
際
規
格

（Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
に
上
程

ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
国
際
会
議
の
場
で
は
積

極
的
に
発
言
し
、

ま
た
賛
同
す

る
仲
間

（他
国
）
造
り
も
重
要

で
あ
る
、

最
後
は
投
票
に
持
ち

込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
年
は
膜
に
関
す
る
国
際
会

議
や
展
示
会
が
目
白
押
し
で
あ

る
。

（表
）

こ
れ
ら
の
場
で
も
、

自
社
の

製
品
の
優
秀
さ
の
売
り
込
み
ば

か
り
で
な
く
、

日
本
発
の
国
際

標
準
化
案
の
提
出
も
望
ま
れ
て

い
る
。

６
、

業
界
あ
げ
て
の
努
力
を

基
本
的
に
日
本
は
今
ま
で
膜

の
営
業
部
長
）
で
あ
り
、

そ
の

他
の
製
品
規
格
化
で
は
ド
イ

ツ
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
力
を
い

れ
て
い
る
。

過
去
の
例
で
は
携

帯
電
話
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
、

Ｄ

Ｖ
Ｄ
規
格
な
ど
、

優
れ
た
技
術

の
日
本
製
品
は
、

尽
く
国
際
標

準
か
ら
敗
退
し
て
い
る
。

な
ぜ
日
本
は
、

良
い
技
術
を

持
ち
な
が
ら
国
際
標
準
化
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

例
え

ば
Ｉ
Ｓ
Ｏ
へ
の
取
り
組
み
、

日

本
政
府
は

「Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
民
間
の

標
準
化
の
仕
事
で
あ
り
、

積
極

的
に
関
与
す
る
立
場
で
な
い
」

と
の
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て
い

与
は
な
く
、

東
京
都
の
好
意
で

「東
京
都
水
道
局
研
修

・
開
発

セ
ン
タ
ー

」
で
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
政
府
だ
け
の
責
任
で
は

な
い
、

民
間
会
社
の
経
営
ト
ッ

プ
の
国
際
規
格
化
へ
の
理
解
の

無
さ
も
挙
げ
ら
れ
る
。

社
内
で

Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
、

そ
の
他
の
標
準
規

格
策
定
に
従
事
す
る
人
間
へ
の

評
価
が
高
く
な
い
こ
と
も
問
題

で
あ
る
。

話
を
膜
に
戻
す
と
日
本
の
膜

処
理
の
優
秀
さ
は
世
界
で
も
評

価
さ
れ
、

既
に
多
く
の
国
々
で

日
本
膜
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

優
秀
な
日
本
の
技
術
が
世
界

標
準
に
な
ら
な
い
の
は
、

そ
れ

を
認
知
さ
せ
る
努
力
が
足
り
な

い
か
ら
で
あ
り
、

今
回
の
様
な

膜
の
国
際
標
準
化
は
千
載

一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

国
や
関

連
業
界
を
挙
げ
て
取
り
組
む
事

が
急
務
で
あ
る
。

日
本
発
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
技
術
が
世

界
に
普
及
し
水
問
題
が
解
決
さ

れ
、

感
謝
と
と
も
に
最
後
は

我
々
の
手
に
、

そ
の
恩
恵
が
も

た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
（了
）

欧
州
主
導
で
進
め
ら
れ
る
Ｍ

Ｂ
Ｒ
の
国
際
標
準
化
作
業
、

日

本
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

①

膜に関する国際会議 ・展示会 (2007年)

3月 12-13日

18-21日

IWAアドバンスド・サニテーション会議

AWWA膜 国際会議

アーヘン/ドイツ

タンパ/米 国

5月 15-17日 IWA第 4回 膜国際会議 ハ回ゲート/ドイツ

6 月 4 - 7 日

4 - 6 日

lWA先端水処理会議

第二回IWA若手向け膜会議

シンガポール
ベルリン/ドイツ

7月 23-27日
AMTA膜 会議・展示会

未来は膜に賭けろ
ラスベガス/米 国

10月30-31日 第 7回 アーヘン膜会議 アーヘン/ド イツ

1 1月5 - 9日
lMSTEC2007年

第 6回 国際膜技術会議
シドニー/豪 州

道

卿

ぷ盤水

ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４

・
ベ
ル
リ
ン
総
会
で
意
見
を
述
べ
る
筆
者

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

日
本
の
膜
メ

ー
カ
ー
同
士
の
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
は
当
然
で

あ
り
、

さ
ら
に
は
日

系
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン

グ
メ
ー
カ
ー
と
も
歩

調
を
合
わ
せ
て
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な

ら
今
回
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
標

準
化
は
ハ
ー
ド

・
ソ

フ
ト
面

・
全
て
を
含

に
限
ら
ず
、

多
く
の
国
際
標
準

化
に
は
積
極
的
に
関
与
し
て
こ

な
か
っ
た
、

国
レ
ベ
ル
で
も
民

間
企
業
レ
ベ
ル
で
も
。

し
か
し

一
度
決
め
ら
れ
た
国
際
標
準

（規
格
）
を
最
高
に
守
る
の
が

日
本
の
常
で
あ

っ
た
。

（Ｉ
Ｓ

Ｏ
■
４
０
０
■
認
証
数
、

日
本

が
世
界

一
）

そ
れ
に
対
し
欧
米
諸
国
は

「国
際
標
準
化
は
国
益
を
守
る

最
大
の
武
器
と
し
て
国
を
挙
げ

て
応
援

（財
政
支
援

・
外
交
努

力
と

し
て
い
る
。

特
に
水
に

関
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
の

活
躍

（シ
ラ
ク
大
統
領
が
最
高

る
。一

例
だ
が
、

筆
者
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

／
Ｔ
Ｃ
２
２
４

「上
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
の
国
際
規
格
化
」
の
Ｗ

Ｇ
３

（上
水
道
）
部
会
長
と
し

て
、

第

一
回
の
パ
リ
会
議

（２

０
０
２
年
）
か
ら
第
５
回
ベ
ル

リ
ン
会
議
ま
で
参
加
し
、

日
本

の
意
見
を
述
べ
た
が
、

い
ず
れ

の
国
際
会
議
で
も
、

開
催
国
政

府
の
支
援
が
あ
り
、

立
派
な
会

議
場
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

本
年
１１
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ

２
２
４
最
後
の
総
会
が
日
本
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

が
、

日
本
政
府
の
積
極
的
な
関


